
「広報紙面交換」 八戸市・二戸市・久慈市は、古くから密接な関係にある地域です。
この事業は、３市でお互いのまちの魅力を広報紙で紹介し合う交流企画です。
八戸市と二戸市の話題が掲載される、「広報はちのへ」、「広報にのへ」は、各市ホームページでご覧ください。
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是川石器時代遺跡

「北緯40°ナニャトヤラ連邦」ロゴマーク
釣り具や農具は、三圏域の誇る産業を、また、三つの
星は、北緯40°台の同緯度において、同じ星空を見る
三圏域の共同性や一体感を象徴します。

江戸時代に日本の未来を見据えて行動を起こした二戸の偉人
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時代代に日本本の未未来を見据えて行動を起こした二戸
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二戸歴史民俗資料館へ！二戸歴史民俗資料館へ！

上 ／相馬大作事件の発端と
なる津軽藩に送った「隠
居勧告文」

中 ／腰につけていた刀
下 ／相馬大作が祀られてい
る大作神社（呑香稲荷神
社境内）

八
戸
・
二
戸
の

八
戸
・
二
戸
の

　縄文人は命をつなぐために、ど
のように食料を集め・加工し、食
べていたのでしょうか。八戸地域
の遺跡からみつかった動植物資料
を中心に、北東北にくらした縄文
人の食を紹介します。

秋季企画展「食と縄文人」秋季企画展「食と縄文人」10月8日㈯～11月20日㈰10月8日㈯～11月20日㈰
■関連イベント
❶企画展考古学講座（要申込）
▶日時…11月５日㈯14時～16時
❷企画展ギャラリートーク
▶日時…会期中毎週土曜日14時
　※11月５日は10時

▶ 予約受付…二戸市民文化会館、
はっち、久慈市文化会館（アン
バーホール）、盛岡川徳プレイガ
イド、など

問 二戸市民文化会館
　（担当：舘林☎0195-23-7111)

▶ 日時…❶８日18時開演（17時開場）、
❷９日14時開演（13時開場）

▶会場…二戸市民文化会館大ホール
▶ 入場料…前売券大人 1,500 円、
中高生800円、当日券大人1,900円、
中高生800円

イ
ベ
ン
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報

イ
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二戸市民文士劇は 10月8日㈯、９日㈰！二戸市民文士劇は 10月8日㈯、９日㈰！

▶ 住所…二戸市福岡字長嶺
80‐１
▶開館時間…９時～ 16 時 30 分
▶ 休館日…月曜日、祝日の翌日、
年末年始（12月29日～１月３日）
▶ 観覧料…一般50円（団体30円）、
小～高校生20円（団体10円）
　※団体は 10 人以上
問☎0195-23-9120

八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館（八戸市是川字横山１）の展示室

11 月３日（木・祝）
は、無料開放を行うほ
か、楽しみながら縄文
を学べるさまざまなイ
ベントを開催します！
詳細は当館
ＨＰを確認
ください。

是川縄文の日

▲ＨＰはこちら
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シ

左 ／是川縄文館外観
中 ／中居遺跡　木胎漆器出
土状況

右 ／中居遺跡出土　縄文土
器集合

世界遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」構成資産




